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土
地
基
本
法
案
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国
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計
画
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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土
地
基
本
法
案
（
第
百
十
四
回
国
会
閣
法
第
六
一
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
地
価
の
高
騰
に
よ
る
国
民
生
活
へ
の
弊
害
等
の
我

　
が
国
に
お
け
る
土
地
問
題
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
土
地
対
策
を
総
合

　
的
に
推
進
す
る
た
め
、
土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、

　
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

　
も
に
、
土
地
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
も
の
で
、

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理
念

　
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
利
害
に
関
係
す
る
特
性
を
有
し
て

　
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
る
等
の
土
地

　
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共

　
団
体
は
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
土
地
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、

　
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
等
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事

　
業
者
及
び
国
民
の
責
務
を
明
確
化
す
る
。

二
、
土
地
に
関
す
る
基
本
的
施
策

　
　
土
地
利
用
計
画
の
策
定
、
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た



　
め
の
措
置
、
土
地
取
引
の
規
制
等
に
関
す
る
措
置
、
社
会
資
本
の

　
整
備
に
関
連
す
る
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
、
税
制
上
の
措
置

　
な
ど
土
地
に
関
す
る
施
策
の
う
ち
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
。

三
、
土
地
政
策
審
議
会

　
　
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
国
土
庁
に
土
地
政
策
審
議
会

　
を
置
き
、
土
地
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
基
本
的
な
施
策
に
関
す
る
事

　
項
及
び
国
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

　
な
お
、
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
土
地
に
つ
い
て
の
基

本
理
念
に
お
け
る
公
共
の
福
祉
の
優
先
、
土
地
利
用
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
の
関
係
住
民
の
意
見
の
反
映
、
公
的
土
地
評
価
の
適
正
化

等
に
つ
い
て
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

修
正
要
旨

　
一
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
に
関
す
る
第
六
条
の
規
定
を
改

　
　
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
土
地
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

　
　
に
策
定
し
、
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
二
、
第
十
二
条
第
二
項
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
適
正
な
土

　
　
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
等
公
共
用

　
　
地
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
規
定
を
追
加
す
る
。

　
三
、
土
地
取
引
の
規
制
に
関
す
る
措
置
の
第
十
三
条
の
規
定
を
改
め
、

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
土
地
の
投
機
的
取
引
及
び
地
価
の
高

　
騰
が
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
弊
害
を
除
去
し
、
適
正
な
地
価
の
形
成

　
に
資
す
る
た
め
、
土
地
取
引
の
規
制
に
関
す
る
措
置
そ
の
他
必
要

　
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

四
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
土
地
に
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
に

　
つ
き
、
相
協
力
し
、
そ
の
整
合
性
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
る
も

　
の
と
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
見
地
に
立
っ
た
行
政
組
織
の
整
備

　
及
び
行
政
運
営
の
改
善
に
努
め
る
も
の
と
す
る
規
定
を
追
加
す
る
。

委
員
長
報
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た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
土
地

　
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を

　
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
土
地
基
本
法
案
は
、
近
年
の
地
価
高
騰
が
国
民
の
住
宅
取

　
得
を
困
難
と
し
、
社
会
資
本
の
整
備
に
支
障
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
資

　
産
格
差
を
拡
大
し
、
社
会
的
不
公
平
感
を
増
大
さ
せ
る
等
我
が
国
の

　
社
会
・
経
済
に
重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
現
状
に
か
ん

　
が
み
、
土
地
に
つ
い
て
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
る
等
の
基
本
理
念

　
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
を
明
ら

　
か
に
す
る
と
と
も
に
、
土
地
利
用
計
画
の
策
定
、
土
地
取
引
の
規
制



等
土
地
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
及
び
土
地
に
関
す
る
総

合
的
か
つ
基
本
的
な
施
策
を
審
議
す
る
土
地
政
策
審
議
会
の
設
置
等

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
正
常
な
需
給
関
係
と
適
正
な
地
価
形
成
を

図
る
た
め
の
土
地
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
次
に
、
国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
最
近

に
お
け
る
土
地
取
引
の
状
況
等
に
か
ん
が
み
、
地
価
の
高
騰
に
対
処

し
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
等
を
図
る
た
め
、
監
視

区
域
に
所
在
す
る
土
地
に
つ
い
て
投
機
的
取
引
と
認
め
ら
れ
る
土
地

取
引
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
勧
告
の
特
例
を
設
け
る
と
と

も
に
、
遊
休
土
地
の
制
度
に
つ
い
て
面
積
要
件
の
引
き
下
げ
、
期
間

要
件
の
短
縮
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
案
を
一
括
し
て
審
査
し
、
京
都
、

大
阪
、
兵
庫
の
三
府
県
に
委
員
派
遣
を
行
い
、
ま
た
、
参
考
人
か
ら

意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
地
価
の
抑
制
、
投
機
的
土
地
取
引
の

防
止
、
土
地
税
制
、
住
宅
・
宅
地
の
供
給
、
公
有
地
の
拡
大
、
首
都

機
能
の
移
転
等
広
範
多
岐
に
わ
た
る
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
土
地
基
本
法
案
に
つ
い
て
村
沢
理
事
よ
り
公
有

地
の
拡
大
の
推
進
、
施
策
の
整
合
性
確
保
と
行
政
組
織
の
整
備
等
に

関
す
る
自
由
民
主
党
、
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
、
公
明
党
・
国
民

会
議
、
連
合
参
議
院
、
民
社
党
・
ス
ポ
ー
ツ
・
国
民
連
合
共
同
の
修

正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
土
地
基
本
法
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
市
川
委
員
よ
り
原
案
及
び
修
正
案
に
反
対

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
案
は
、
多
数
を
も
っ
て
修

正
議
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
国
土
計
画
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
採
決

の
結
果
、
本
法
律
案
は
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
両
法
案
に
対
し
、
十
二
項
目
の
附
帯
決
議
を
付
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
十
四
回
国
会
閣

法
第
六
二
号
）

要
旨

本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
土
地
取
引
の
状
況
等
に
か
ん
が
み
、



地
価
の
高
騰
に
対
処
し
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
等

を
図
る
た
め
、
監
視
区
域
に
お
け
る
投
機
的
取
引
の
抑
制
、
遊
休
土

地
の
制
度
の
改
善
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
等
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
の
勧
告

　
に
関
す
る
特
例

　
　
都
道
府
県
知
事
は
、
監
視
区
域
に
所
在
す
る
土
地
に
つ
い
て
取

　
引
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る
土
地
が

　
短
期
間
に
自
ら
の
利
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
な
く
実
需
者
以
外
の
者

　
に
転
売
さ
れ
、
適
正
な
地
価
の
形
成
を
図
る
上
で
著
し
い
支
障
を

　
及
ば
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
届
出
を
し
た
者
に
対

　
し
、
当
該
土
地
売
買
等
の
契
約
の
締
結
の
中
止
そ
の
他
必
要
な
措

　
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
遊
休
土
地
で
あ
る
旨
の
通
知
要
件
の
改
正

　
　
都
道
府
県
知
事
が
遊
休
土
地
で
あ
る
旨
を
通
知
す
る
場
合
の
面

　
積
要
件
を
規
制
区
域
及
び
監
視
区
域
に
所
在
す
る
土
地
に
つ
い
て

　
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
期
間
要
件
を
三
年
か
ら
二
年
に
短
縮
す

　
る
。

三
、
罰
金
の
額
の
引
上
げ

　
　
罰
金
の
額
に
つ
い
て
経
済
実
勢
に
合
わ
せ
て
所
要
の
引
上
げ
を

行
う
。

委
員
長
報
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